
3月6日㊍
13時30分～

チケット予約は、電話で
も受け付けています。
貸館・貸ホールも随時
受け付けています。詳
しくは、ホームページ
をご覧ください。

東条文化会館
「コスミックホール」
〒673-1311
加東市天神66
☎ 47-1500
受付 9時～17時

毎週水曜日
国民の祝日の翌日

詳しくは、滝野総
合公園体育館「ス
カイピア」ホーム
ページをご覧くだ
さい。

滝野総合公園体育館
「スカイピア」
〒679-0221
加東市河高4007
☎ 48-2566
受付 8時30分～22時

毎週月曜日
※国民の祝日を除く

日時　2月23日㈰　9時～12時
場所　加東消防署2階　会議室
定員　20人程度　※先着順
受講料　無料

申込用紙　北はりま消防本部ホームページ
申込方法　加東消防署救急係に持参
申込締切　2月17日㈪

2 月
　マット・跳び箱・鉄棒を中心とした
体験教室です！

❖日時　3月15日㈯
❖時間
　1年少～年長　10時～11時30分
　21～3年生　13時～14時30分
　34～6年生　14時45分～16時15分
❖参加費　500円
❖申込期間　2月11日㈫～
　　　　　　スカイピア窓口で受付
　　　　　　※電話受付不可

❖定員　各10人 ※定員に達し次第、受付終了

　田畑の枯草等を燃やすときの注意点
加東消防署だより 令和6年1月1日～12月31日までの出動状況

火災 17件、救急 2,268件、救助 44件
問北はりま消防本部加東消防署  ☎42-0119 

問加東警察署　☎42-0110

加東警察署だより
　2月1日～3月18日は 「サイバーセキュリティ月間」

　キャッチフレーズは『知る』 『守る』 『続ける』 です。

『知る』 … 安全・安心・便利なインターネット環境を構築するための
　　　　  ポイントを知ること

『守る』 … サイバーセキュリティ上の脅威から身を守ること
『続ける』 … 移り変わるサイバーセキュリティ上の脅威に対して対
　　　　  　 策を続けること

　例年、冬から春先にかけて、農作業の準備がある害虫駆除を目的とし
た田畑の枯草等を焼却している光景があちらこちらで見られます。それ
らの焼却火から火災に繋がる危険性が多く、火入れしている人たちの慣
れや慢心が一番の発生原因だと言えます。
　焼却火からの火災を防ぐために次のことを必ず守りましょう。

　1 風の強い日は避ける
　2 焼却をこまめに分けて行い、周りに燃え広がる物がないか確認する
　3 一人では行わず、複数人で行い、火から目を離さない
　4 山裾、住宅の近くでは行わない
　5 水を入れたバケツ等、消火準備をし、後始末を確実に行う
　6 燃え広がったときは無理せず、速やかに119番通報を行う

❖枯草等を燃やすには届け出が必要です
　田畑の枯草等を燃やす場合は、火災予防条例に基づき「火災とまぎらわしい煙又は火炎を発するおそれのある行為の
届出書」を加東消防署まで提出してください。
※この届出は焼却行為を許可するものではなく、管轄する消防機関が実施状況、場所を把握するためのものです。また、野焼き(ごみ焼却等)は、有害物が発
　生するため法律で禁止されています。焼却を行う前には市役所や警察に相談してください。
※例外として「農業・林業・漁業でやむを得ず行われる廃棄物の焼却」は認められていますが、洗濯物に煙の匂いがつくなど周囲に迷惑行為となっている
　場合があるので、十分に注意してください。
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